
【学校教育目標】未来への夢をもって、豊かに学び、しなやかでたくましい子どもの育成 

 

 

 

 

 

手間暇かけて 手入れをする 
教室を回って授業の様子を見ていると、いろいろなことに感心します。机の上を上手に

整頓して広々と使っている子、えんぴつや筆を正しく持って書いている子、背中が気持ち

よく伸びた姿勢で友達の話を聞いている子、絵の具や習字の道具を丁寧に後始末している

子、･･･ややもすると見逃してしまいそうな小さな出来事ですが、そういう小さなところ

にこそ大事なものが隠されているように思うのです。 

養老孟司さんは「ものがわかるということ」の中で、次のようなことを書いています。 

 さらに、続きます。 

こういう時代だからこそ、「手入れの気持ち」を大事にしたいものだなと思います。 

 
庭の手入れ 

 にわかファンでありますが、この歳になってやっと草花の世話が楽しみになり、花が咲いたの

を見て感動するようになりました。〇〇の土を入れる、〇〇に気をつけて植える、〇〇の部分に

はさみを入れる･･･…「手入れ」をした草花は、かわいいわが子を見るのと同じで、どんな小さ

な変化にも驚き、感動し、愛おしくなるから不思議です。 

 

道具の手入れ 

 プロ野球選手が試合で使ったスパイクやグラブは専門の人に磨いてもらうのが通例ですが、イ

チロー選手は一人ロッカールームに残り、それらの道具を必ず磨いてから帰っていたそうです。

その理由は「自分で手入れをしないと、プレーが雑になってしまうから。それは大好きな車の運

転も同じ。」と。「手入れ」をした道具には愛着が湧いて「丁寧に使いたい」「大事に使いたい」

という気持ちが大きくなりますものね。 

 

第五章  自然の中で育つ、自然と共鳴する 

私はよく、「田んぼは将来のあなただ」と言います。言われた人は、たいがいポカンとして

いる。田んぼに稲穂が実り、米を収穫し、その米を食べれば、それは自分の身体の一部になり

ます。大気も同じです。周りの空気を吸い込めば、それが自分の身体の一部になる。つまり、

田んぼの実りも人を取り巻く空気も、いずれ人の一部になります。それが、「田んぼは将来の

あなた」の意味です。 

 だとすれば、環境は自分の外側にあるものではありません。昔の日本人は、そのことをよく

わかっていました。だから、くらしには「手入れ」が不可欠だったのです。 

「手入れ」は、自然とつき合うときにだけ必要なのではありません。身づくろい、化粧、子育

てなど、日常生活のあらゆる場面に関わっています。仕事をするときも、家事をするときも、

食事やレジャーを楽しむときも、心の底に「手入れ」という気持ちがあるかどうかで、小さな

判断すら変わってきます。 

「手入れ」は毎日しないと意味がありません。毎日、手入れをするには何が必要か。現代人

が嫌う「努力・辛抱・根性」です。 

山形市立西小学校 

令和６年５月３１日 

校長 小林 聡 
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教育後援会役員会・スクールゾーン協議会評議員会・けやき太鼓保存会理事会 

２２日（水）学校で大変お世話になっている３つの会議が開かれ、前年度活動・決算報告、役

員改選、今年度活動計画・予算について話し合われました。今年度もどうぞよろしくお願いいた

します。 

教育後援会              

会 長 長岡 茂樹さん（西下条町内会長）  

副会長 樋口 健一さん（ ）  

副会長 今野 三郎さん（清水町内会長）   

スクールゾーン協議会 

会 長 藤田 直広さん（ＰＴＡ会長） 

副会長 長岡 茂樹さん（教育後援会長） 

副会長 遠藤 憲一さん（ ） 

副会長 小林 聡   （西小校長） 

けやき太鼓保存会 

会 長 長岡 茂樹さん 

（教育後援会長） 

副会長 板垣 三男さん 

（大人けやき太鼓会長） 

副会長 大沼 恒男さん 

（同窓会長） 

副会長 藤田 直広さん 

（ＰＴＡ会長） 

副会長 小林 聡    

（西小校長） 

 

資源回収ありがとうございました 

２５日（土）ＰＴＡ親子資源回収を行いました。早朝よ

りたくさんの方々に集まっていただいて実施することが

できました。保護者の方々と一緒にはりきって働く子ど

もの姿を目にして、地域で子どもたちを育ててきた西小

のすばらしいところだなと改めて感じ、うれしくなりま

した。ご協力、ありがとうございました。 

田植え体験学習（５年生） 

２２日（水）快晴の下、田植え体験学習を行いまし

た。今年も大山敏弘さん、渡辺剛さん、鈴木政美さん、

武田久幸さんからご指導いただきました。雨天によ

る延期について「君たちが寒いのと同じで、苗も寒か

ったのです。」と話された言葉に、子どもの健康を案

じてくださる気持ちとともに、自然に対する畏敬の

念を痛感しました。 

子どもたちは裸足で田んぼに入ることも、泥が

少々跳ねることにも平気で、初めてとは思えないほ

ど上手に、「稲のおかわり」も楽しみました。貴重な

体験をさせていただき、ありがとうございました。 


